
詩３ッ  露古 
 

冬の音楽会 

 

額にまるい灯りをのせて 

親し気な冬が笑う 

楽しみにしていた音楽会は今日も中止 

楽譜をめくる指は乾いている 

あの音楽はどこから来るのでしょう 

無邪気に尋ねるあなたは やさしい 

 

 

しゅらしゅ 

 

そぉら見たことか 

矢継ぎ早にしゅらしゅ 

脂ぎった目ぇで串刺しにしやがるわ 

そぉら見たことか 

しゅらしゅ 

いンや見ちゃいけんよ 

神さん、神さん、 

いンや言うちゃいけん 

血ぃ吐きなさるんか 

おォおォ、 

哀れやのぉ 

 

 



雲をつまむ 

 

   肺の影からあなたはその長い指で雲をつまむ 

わたしの爪はとうに崩れてしまったから 

今日も雲を食べているの 

 

わたしね、生きるの 


